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ある。その意味で，授業では，出題への慣れのためだけではなく教材として扱われることを期待し

たい。すべての問題は各領域の専門家の知恵の結集であるので，授業として具体的にすることは，

教師にとっても学習者にとっても，学問の模範に触れる貴重な機会になると考える。 

 

 

 

 

『数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ』 

第１ 高等学校教科担当教員の意見・評価 

１ 前     文 

令和７年度（第５回）共通テストが実施された。共通テストは，大学への入学志望者を対象に，

高等学校の段階における基礎的な学習の達成の程度を判定し，大学教育を受けるために必要な能

力について把握することを目的としている。  

共通テストでは，指導要領において育成することを目指す資質・能力を踏まえ，知識の理解の

質を問う問題や，思考力・判断力・表現力等を発揮して解くことが求められる問題を重視して出

題することとなっており，数学においても，数学の問題発見・解決の過程を重視し，事象を数理

的に捉え，数学の問題を見いだすこと，解決の見通しをもつこと，目的に応じて数，式，図，表，

グラフなどの数学的な表現を用いて処理すること，及び解決過程を振り返り，得られた結果を意

味付けたり，活用したり，統合的・発展的に考察したりすることなどを求めることとなっている。 

ここでは，本年度の問題について評価の視点から分析し，上記の共通テストの目的や趣旨が実

現されているかどうかについて評価したい。 

なお，評価に当たっては，報告書（本試験）21 ページに記載の８つの観点により，総合的に検

討を行った。 

２ 内 容・範 囲 

第１問 （いろいろな式） 

⑴ (ｉ)(ⅱ) 𝑥𝑥𝑥𝑥𝑛𝑛𝑛𝑛 を 𝑥𝑥𝑥𝑥 の一次式で割ったときの余りについての基本的な知識・技能を問うている。

また，目的に応じて数，式を用いて数学的に処理する力を問うている。 

⑵ (ｉ) 多項式の除法や二項定理についての基本的な知識・技能を問うている。また，𝑥𝑥𝑥𝑥𝑛𝑛𝑛𝑛 を 

(𝑥𝑥𝑥𝑥 − 2)2 で割ったときの余りについて，目的に応じて数，式を用いて数学的に処理す

る力を問うている。 

(ⅱ) 𝑥𝑥𝑥𝑥𝑛𝑛𝑛𝑛 を (2𝑥𝑥𝑥𝑥 − 1)2 で割ったときの余りについて，数学的な見方・考え方を働かせ，適切

かつ能率的に処理する力を問うている。また，解決過程を振り返るなどして，見いだ

した事柄を既習の知識と結び付け，概念を広げたり深めたりする力や数学のよさを認

識する力を問うている。 

いずれの設問内容も学習指導要領の範囲内かつ高等学校で学習する基本的事項であり適切であ

る。𝑥𝑥𝑥𝑥𝑛𝑛𝑛𝑛 を多項式で割ったときの余りについて，基本的な知識・技能ばかりでなく，解決過程を

振り返るなどして，見いだした事柄を既習の知識と結び付け，概念を広げたり深めたりする力や

数学のよさを認識する力を問う問題であり，問うべき資質・能力についてもバランスがとれてい

る。 

第２問（図形と方程式） 

⑴ 円の中心と半径についての基本的な知識・技能を問うている。また，中心と半径の関係から

図形的性質を捉え，目的に応じて数，式，図を用いて数学的に処理する力を問うている。 

⑵ (ｉ)(ⅱ) 円 𝐶𝐶𝐶𝐶 に円 𝐶𝐶𝐶𝐶0 が内接しながら動くとき，２つの円の半径と２つの円の中心間の距離

が満たす方程式についての知識・技能を問うている。また，実数 𝑠𝑠𝑠𝑠，𝑡𝑡𝑡𝑡 の方程式を求め

ることや円 𝐶𝐶𝐶𝐶 の中心が描く図形の概形について，目的に応じて数，式，図，グラフを
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用いて数学的に処理する力を問うている。 

⑶ 直線 𝑥𝑥𝑥𝑥 = 𝑘𝑘𝑘𝑘 と 円 𝐶𝐶𝐶𝐶0 の両方に接する２つの円 𝐶𝐶𝐶𝐶1，𝐶𝐶𝐶𝐶2 について，数学的な問題を解決する

ための見通しをもつ力や数学的な見方・考え方を働かせ，適切かつ能率的に処理する力を問

うている。また，⑴⑵の解決過程を振り返り，得られた結果を元の事象に戻してその意味を

考える力や，数学のよさを認識する力，統合的・発展的に考える力を問うている。 

 いずれの設問内容も学習指導要領の範囲内かつ高等学校で学習する基本的事項であり適切であ

る。数学的に処理する力を問うだけでなく，解決過程を振り返り，得られた結果を元の事象に戻

してその意味を考える力や数学的な問題を解決するための見通しをもつ力，統合的・発展的に考

える力を問う問題であり，問うべき資質・能力についてもバランスがとれている。 

第３問（微分・積分の考え） 

⑴ 定積分で表された関数の導関数や極値についての基本的な知識・技能を問うている。 

⑵ (ｉ) 絶対値を含む関数について，目的に応じて数，式，図を用いて数学的に処理する力を

問うている。 

(ⅱ) (ｉ)を踏まえて被積分関数の絶対値が処理された関数について，目的に応じて数，式を

用いて数学的に処理する力を問うている。 

(ⅲ) (ⅱ)を踏まえて，関数 𝑦𝑦𝑦𝑦 = 𝐺𝐺𝐺𝐺(𝑥𝑥𝑥𝑥) のグラフの概形について，数学的な見方・考え方を働か

せ，適切かつ能率的に処理する力や論理的に推論する力を問うている。また，数学的な

問題の本質を見いだす力や解決過程を振り返るなどして，統合的・発展的に考える力を

問うている。 

⑶ 𝐹𝐹𝐹𝐹(𝑥𝑥𝑥𝑥)，𝐺𝐺𝐺𝐺(𝑥𝑥𝑥𝑥) から発展的に構成した関数 𝐻𝐻𝐻𝐻(𝑥𝑥𝑥𝑥) が 𝑥𝑥𝑥𝑥 の値によらず一定となるような 𝑥𝑥𝑥𝑥 の値

の範囲とそのときの値について，数学の事象から得られた結果を基に拡張・一般化する力や

数学的な見方・考え方を働かせ，適切かつ能率的に処理する力を問うている。また，解決過

程を振り返るなどして，統合的・発展的に考える力を問うている。 

いずれの設問内容も学習指導要領の範囲内かつ高等学校で学習する基本的事項であり適切で

ある。定積分で表された関数の条件から数学的な問題の本質を見いだす力や，得られた結果を基

に拡張・一般化する力，統合的・発展的に考える力を問う問題であり，問うべき資質・能力につ

いてもバランスがとれている。 

第４問（数列） 

⑴ 初項と漸化式が与えられた等比数列の一般項とその偶数番目，奇数番目の項の値についての

基本的な知識・技能を問うている。 

⑵ 初項と漸化式 𝑏𝑏𝑏𝑏𝑛𝑛𝑛𝑛+1＝ − 1
2
𝑏𝑏𝑏𝑏𝑛𝑛𝑛𝑛 − 9 が与えられた数列の一般項について，数，式を用いて数学

的に処理する力を問うている。また，全ての自然数  𝑛𝑛𝑛𝑛  について �− 1
2
 �
𝑛𝑛𝑛𝑛−1

≦Ａが成り立つよ

うな最小の実数Ａを求めて，数列 { 𝑏𝑏𝑏𝑏𝑛𝑛𝑛𝑛 } の項の値を考察することについて，数学的な見方・

考え方を働かせ，適切かつ能率的に処理する力を問うている。 

⑶ (ｉ) 命題１が真であることの証明に必要な二つの事柄について，数，式，グラフを用いて

数学的に処理する力を問うている。 

(ⅱ) 命題(Ⅰ)，(Ⅱ)，(Ⅲ)の真偽の判断について，数，式，表を用いて数学的に処理する

力や数学的な見方・考え方を働かせ，適切かつ能率的に処理する力を問うている。また，

初項の値が数列の一般項にどのような影響を与えるかについて，論理的に推論する力，

得られた結果を基に批判的に検討し，体系的に整理する力を問うている。 

いずれの設問内容も学習指導要領の範囲内かつ高等学校で学習する基本的事項であり適切であ

る。数学的に処理したり，論理的に推論したりする力を問うだけでなく，得られた結果を基に批

判的に検討し，体系的に整理する力を問うており，問うべき資質・能力についてもバランスがと

れている。 

第５問（統計的な推測） 

⑴ くじの得点の確率分布，平均（期待値），分散についての基本的な知識・技能を問うている。 

⑵ (ｉ) 日常生活（くじ引き）の事象の特徴を捉えて数学的な表現を用いて表現する力を問う

ている。損得点を考慮した確率変数に変換したときの，平均（期待値），分散についての

基本的な知識・技能を問うている。 

  (ⅱ) くじ引きを 400 回繰り返したとき，損得点の標本平均の平均（期待値），分散（標準偏

差）についての基本的な知識・技能を問うている。また，正規分布の標準化と損得点の

合計が 0 以上となる確率について，数，式，図，表，グラフを用いて数学的に処理する力

や得られた結果を元の事象に戻してその意味を考える力を問うている。 

⑶ くじ引きを 400 回繰り返したときの得点の母平均  𝑚𝑚𝑚𝑚  に対する信頼度 95％の信頼区間を求

めることについて，数，式を用いて数学的に処理する力を問うている。また，得られた結果

を元の事象に戻してその意味を考える力を問うている。 

いずれの設問内容も学習指導要領の範囲内かつ高等学校で学習する基本的事項であり適切であ

る。事象の特徴を捉えて数学化し，数学的に処理し，得られた結果の意味を考える問題であり，

問うべき資質・能力についてもバランスがとれている。 

第６問（ベクトル） 

⑴ (ｉ) ベクトルの演算についての基本的な知識・技能を問うている。また，空間の２直線が

交わるための必要十分条件を考察することについて，数，式を用いて数学的に処理する

力を問うている。 

(ⅱ)(ⅲ) 具体的な成分が与えられた 𝑚𝑚𝑚𝑚��⃗  について，𝑠𝑠𝑠𝑠𝑎⃗𝑎𝑎𝑎 = 𝑚𝑚𝑚𝑚��⃗ + 𝑡𝑡𝑡𝑡𝑏𝑏𝑏𝑏�⃗   を満たす実数 𝑠𝑠𝑠𝑠 , 𝑡𝑡𝑡𝑡 を求め，

そのときの両辺の 𝑧𝑧𝑧𝑧  成分に着目し２直線の交点が存在するかどうかを考察することにつ

いて，数学的な見方・考え方を働かせ，適切かつ能率的に処理する力を問うている。 

⑵ (ｉ)(ⅱ)(ⅲ) ⑴で考察したことを踏まえ，２直線が交わるときの  𝑚𝑚𝑚𝑚��⃗  の条件について，数学的

な見方・考え方を働かせ，適切かつ能率的に処理する力を問うている。 

⑶ ⑵で考察したことを踏まえ，𝑚𝑚𝑚𝑚��⃗  に具体的な成分が与えられたとき２直線が交わるかどうか

について，数，式を用いて数学的に処理する力を問うている。また，解決の過程を振り返る

などして数学のよさを認識できるかを問うている。 

いずれの設問内容も学習指導要領の範囲内かつ高等学校で学習する基本的事項であり適切で

ある。数学的に処理する力を問うだけでなく，解決の過程を振り返るなどして数学のよさを認識

できているかをはかるような設問もあり，問うべき資質・能力についてもバランスがとれている。 

第７問（平面上の曲線と複素数平面） 

⑴ 複素数平面上で方程式 |𝑧𝑧𝑧𝑧 − 1| + |𝑧𝑧𝑧𝑧 + 1| = 4 を満たす点  𝑧𝑧𝑧𝑧 全体がどのような図形かを考え

ることについて，見通しをもつ力を問うている。 

(ｉ) 複素数平面上で，複素数の絶対値とその図形的性質についての基本的な知識・技能を

問うている。 

(ⅱ) 方程式 |𝑧𝑧𝑧𝑧 − 1| + |𝑧𝑧𝑧𝑧 + 1| = 4 を数，式を用いて数学的に処理する力を問うている。 

(ⅲ) 楕円の焦点，長軸の長さについての基本的な知識・技能を問うている。 

⑵ 点 𝑤𝑤𝑤𝑤 を，点 𝑧𝑧𝑧𝑧 を原点を中心に  𝜋𝜋𝜋𝜋
4

  だけ回転した点とするとき，点 𝑤𝑤𝑤𝑤 と点 𝑧𝑧𝑧𝑧 が満たす関

係式についての基本的な知識・技能を問うている。また，点 𝑤𝑤𝑤𝑤 が満たす方程式について，

数学的な見方・考え方を働かせ，適切かつ能率的に処理することができる。 
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用いて数学的に処理する力を問うている。 

⑶ 直線 𝑥𝑥𝑥𝑥 = 𝑘𝑘𝑘𝑘 と 円 𝐶𝐶𝐶𝐶0 の両方に接する２つの円 𝐶𝐶𝐶𝐶1，𝐶𝐶𝐶𝐶2 について，数学的な問題を解決する

ための見通しをもつ力や数学的な見方・考え方を働かせ，適切かつ能率的に処理する力を問

うている。また，⑴⑵の解決過程を振り返り，得られた結果を元の事象に戻してその意味を

考える力や，数学のよさを認識する力，統合的・発展的に考える力を問うている。 

 いずれの設問内容も学習指導要領の範囲内かつ高等学校で学習する基本的事項であり適切であ

る。数学的に処理する力を問うだけでなく，解決過程を振り返り，得られた結果を元の事象に戻

してその意味を考える力や数学的な問題を解決するための見通しをもつ力，統合的・発展的に考

える力を問う問題であり，問うべき資質・能力についてもバランスがとれている。 

第３問（微分・積分の考え） 

⑴ 定積分で表された関数の導関数や極値についての基本的な知識・技能を問うている。 

⑵ (ｉ) 絶対値を含む関数について，目的に応じて数，式，図を用いて数学的に処理する力を

問うている。 

(ⅱ) (ｉ)を踏まえて被積分関数の絶対値が処理された関数について，目的に応じて数，式を

用いて数学的に処理する力を問うている。 

(ⅲ) (ⅱ)を踏まえて，関数 𝑦𝑦𝑦𝑦 = 𝐺𝐺𝐺𝐺(𝑥𝑥𝑥𝑥) のグラフの概形について，数学的な見方・考え方を働か

せ，適切かつ能率的に処理する力や論理的に推論する力を問うている。また，数学的な

問題の本質を見いだす力や解決過程を振り返るなどして，統合的・発展的に考える力を

問うている。 

⑶ 𝐹𝐹𝐹𝐹(𝑥𝑥𝑥𝑥)，𝐺𝐺𝐺𝐺(𝑥𝑥𝑥𝑥) から発展的に構成した関数 𝐻𝐻𝐻𝐻(𝑥𝑥𝑥𝑥) が 𝑥𝑥𝑥𝑥 の値によらず一定となるような 𝑥𝑥𝑥𝑥 の値

の範囲とそのときの値について，数学の事象から得られた結果を基に拡張・一般化する力や

数学的な見方・考え方を働かせ，適切かつ能率的に処理する力を問うている。また，解決過

程を振り返るなどして，統合的・発展的に考える力を問うている。 

いずれの設問内容も学習指導要領の範囲内かつ高等学校で学習する基本的事項であり適切で

ある。定積分で表された関数の条件から数学的な問題の本質を見いだす力や，得られた結果を基

に拡張・一般化する力，統合的・発展的に考える力を問う問題であり，問うべき資質・能力につ

いてもバランスがとれている。 

第４問（数列） 

⑴ 初項と漸化式が与えられた等比数列の一般項とその偶数番目，奇数番目の項の値についての

基本的な知識・技能を問うている。 

⑵ 初項と漸化式 𝑏𝑏𝑏𝑏𝑛𝑛𝑛𝑛+1＝ − 1
2
𝑏𝑏𝑏𝑏𝑛𝑛𝑛𝑛 − 9 が与えられた数列の一般項について，数，式を用いて数学

的に処理する力を問うている。また，全ての自然数  𝑛𝑛𝑛𝑛  について �− 1
2
 �
𝑛𝑛𝑛𝑛−1

≦Ａが成り立つよ

うな最小の実数Ａを求めて，数列 { 𝑏𝑏𝑏𝑏𝑛𝑛𝑛𝑛 } の項の値を考察することについて，数学的な見方・

考え方を働かせ，適切かつ能率的に処理する力を問うている。 

⑶ (ｉ) 命題１が真であることの証明に必要な二つの事柄について，数，式，グラフを用いて

数学的に処理する力を問うている。 

(ⅱ) 命題(Ⅰ)，(Ⅱ)，(Ⅲ)の真偽の判断について，数，式，表を用いて数学的に処理する

力や数学的な見方・考え方を働かせ，適切かつ能率的に処理する力を問うている。また，

初項の値が数列の一般項にどのような影響を与えるかについて，論理的に推論する力，

得られた結果を基に批判的に検討し，体系的に整理する力を問うている。 

いずれの設問内容も学習指導要領の範囲内かつ高等学校で学習する基本的事項であり適切であ

る。数学的に処理したり，論理的に推論したりする力を問うだけでなく，得られた結果を基に批

判的に検討し，体系的に整理する力を問うており，問うべき資質・能力についてもバランスがと

れている。 

第５問（統計的な推測） 

⑴ くじの得点の確率分布，平均（期待値），分散についての基本的な知識・技能を問うている。 

⑵ (ｉ) 日常生活（くじ引き）の事象の特徴を捉えて数学的な表現を用いて表現する力を問う

ている。損得点を考慮した確率変数に変換したときの，平均（期待値），分散についての

基本的な知識・技能を問うている。 

  (ⅱ) くじ引きを 400 回繰り返したとき，損得点の標本平均の平均（期待値），分散（標準偏

差）についての基本的な知識・技能を問うている。また，正規分布の標準化と損得点の

合計が 0 以上となる確率について，数，式，図，表，グラフを用いて数学的に処理する力

や得られた結果を元の事象に戻してその意味を考える力を問うている。 

⑶ くじ引きを 400 回繰り返したときの得点の母平均  𝑚𝑚𝑚𝑚  に対する信頼度 95％の信頼区間を求

めることについて，数，式を用いて数学的に処理する力を問うている。また，得られた結果

を元の事象に戻してその意味を考える力を問うている。 

いずれの設問内容も学習指導要領の範囲内かつ高等学校で学習する基本的事項であり適切であ

る。事象の特徴を捉えて数学化し，数学的に処理し，得られた結果の意味を考える問題であり，

問うべき資質・能力についてもバランスがとれている。 

第６問（ベクトル） 

⑴ (ｉ) ベクトルの演算についての基本的な知識・技能を問うている。また，空間の２直線が

交わるための必要十分条件を考察することについて，数，式を用いて数学的に処理する

力を問うている。 

(ⅱ)(ⅲ) 具体的な成分が与えられた 𝑚𝑚𝑚𝑚��⃗  について，𝑠𝑠𝑠𝑠𝑎⃗𝑎𝑎𝑎 = 𝑚𝑚𝑚𝑚��⃗ + 𝑡𝑡𝑡𝑡𝑏𝑏𝑏𝑏�⃗   を満たす実数 𝑠𝑠𝑠𝑠 , 𝑡𝑡𝑡𝑡 を求め，

そのときの両辺の 𝑧𝑧𝑧𝑧  成分に着目し２直線の交点が存在するかどうかを考察することにつ

いて，数学的な見方・考え方を働かせ，適切かつ能率的に処理する力を問うている。 

⑵ (ｉ)(ⅱ)(ⅲ) ⑴で考察したことを踏まえ，２直線が交わるときの  𝑚𝑚𝑚𝑚��⃗  の条件について，数学的

な見方・考え方を働かせ，適切かつ能率的に処理する力を問うている。 

⑶ ⑵で考察したことを踏まえ，𝑚𝑚𝑚𝑚��⃗  に具体的な成分が与えられたとき２直線が交わるかどうか

について，数，式を用いて数学的に処理する力を問うている。また，解決の過程を振り返る

などして数学のよさを認識できるかを問うている。 

いずれの設問内容も学習指導要領の範囲内かつ高等学校で学習する基本的事項であり適切で

ある。数学的に処理する力を問うだけでなく，解決の過程を振り返るなどして数学のよさを認識

できているかをはかるような設問もあり，問うべき資質・能力についてもバランスがとれている。 

第７問（平面上の曲線と複素数平面） 

⑴ 複素数平面上で方程式 |𝑧𝑧𝑧𝑧 − 1| + |𝑧𝑧𝑧𝑧 + 1| = 4 を満たす点  𝑧𝑧𝑧𝑧 全体がどのような図形かを考え

ることについて，見通しをもつ力を問うている。 

(ｉ) 複素数平面上で，複素数の絶対値とその図形的性質についての基本的な知識・技能を

問うている。 

(ⅱ) 方程式 |𝑧𝑧𝑧𝑧 − 1| + |𝑧𝑧𝑧𝑧 + 1| = 4 を数，式を用いて数学的に処理する力を問うている。 

(ⅲ) 楕円の焦点，長軸の長さについての基本的な知識・技能を問うている。 

⑵ 点 𝑤𝑤𝑤𝑤 を，点 𝑧𝑧𝑧𝑧 を原点を中心に  𝜋𝜋𝜋𝜋
4

  だけ回転した点とするとき，点 𝑤𝑤𝑤𝑤 と点 𝑧𝑧𝑧𝑧 が満たす関

係式についての基本的な知識・技能を問うている。また，点 𝑤𝑤𝑤𝑤 が満たす方程式について，

数学的な見方・考え方を働かせ，適切かつ能率的に処理することができる。 
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⑶  点 𝛼𝛼𝛼𝛼 を，点 𝑧𝑧𝑧𝑧 を原点を中心に一定の角 𝜃𝜃𝜃𝜃 だけ回転した点とするとき，𝜃𝜃𝜃𝜃 を適切に定め

ることにより点 𝛼𝛼𝛼𝛼 が満たす方程式を求めることについて，⑵の解決過程を振り返るなどし

て，統合的・発展的に考える力を問うている。 

いずれの設問内容も学習指導要領の範囲内かつ高等学校で学習する基本的事項であり適切であ

る。数学的に処理する力を問うだけでなく，見通しをもつ力や解決過程を振り返るなどして統合

的・発展的に考える力を問うている。問うべき資質・能力についてもバランスがとれている。 

【総合所見】 

全体を通して，『数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ』の範囲から適切に出題されており，設問内容も学習指

導要領の範囲内であるとともに，その内容に極端な偏りもなく適切であった。焦点化した問題を解決

するための基本的な知識・技能や数，式，図，表，グラフなどを用いて数学的に処理する力を問うだ

けでなく，論理的に推論するなど，数学的な見方・考え方に基づいた思考力・判断力・表現力等を問

うていた。また，数学的な問題の本質を見いだす力，事象の特徴を捉えて数学化する力，問題を解決

するための見通しをもつ力，解決過程を振り返るなどして得られた結果を基に体系的に整理したり，

統合的・発展的に考えたりする力を問う問題も出題されており，バランスのとれた出題といえる。 

３ 分 量・程 度 

第１問 全問必答 

基本～標準的な難易度の設問で構成されており，小問の設定も丁寧である。設問数と文字

数は試験時間に照らして適切である。⑵については，標準的な難易度であるが，学びの質に

よって差がつきやすい良問である。 

第２問 全問必答 

基本～標準的な難易度の設問で構成されており，小問の設定も丁寧である。設問数と文字数

は試験時間に照らして適切である。⑶は学びの質によって差がつきやすい問題で，やや難易度

が高かったが，今後の学びの質を向上させるためにこのような設問は必要である。問題全体と

しての難易度は適切である。 

第３問 全問必答 

基本～標準的な難易度の設問で構成されており，小問の設定も丁寧である。設問数と文字数

は試験時間に照らして適切である。⑶については，標準的な難易度であるが，学びの質によっ

て差がつきやすい良問である。 

第４問 選択問題 

基本～標準的な難易度の設問で構成されており，小問の設定も丁寧である。設問数と文字数

は試験時間に照らして適切である。⑶については，標準的な難易度であるが，学びの質によっ

て差がつきやすい良問である。 

第５問 選択問題  

基本～標準的な難易度の設問で構成されている。設問数及び文字数は試験時間に照らして適

切である。  シ についてはやや難易度が高かったが，今後の学びの質を向上させるためにこの

ような設問は必要である。問題全体としての難易度は適切である。 

第６問 選択問題 

基本～標準的な難易度の設問で構成されている。設問数及び文字数は試験時間に照らして適

切であり，小問による誘導も丁寧である。問題全体としての難易度は適切である。 

第７問 選択問題 

基本～標準的な難易度の設問で構成されている。設問数及び文字数は試験時間に照らして適

切である。小問による誘導も丁寧であり，全体として標準的な難易度であるが，学びの質によ

って差がつきやすい良問である。 

４ 表 現・形 式 

第１問 

整式を整式で割ったときの余りについて，数学的な見方・考え方を働かせ，適切かつ能率

的に処理する学習過程を意識した問題場面が設定されている。⑵では，一次式の平方で割っ

た余りについて，二項定理を用いて解決する場面が設定されている。既習の知識と結び付け，

概念を広げたり深めたりする学習過程が意識されており，解決過程を振り返るなどして数学

のよさを認識できるよう配慮されていて，問題作成方針に照らして適切である。文章表現・

用語は適切であり，配点も適切である。問題全体を通し適切・適正な表現・形式である。 

第２問 

「固定された円」と「中心と半径が変動し，かつ 𝑥𝑥𝑥𝑥 軸と接する円」の２つの円が内側で接

する場面において，数学的な問題を解決するための見通しをもったり，解決過程を振り返っ

て，統合的・発展的に考えたりする学習場面が設定されている。⑶では，⑴⑵の解決過程を

振り返り，得られた結果を元の事象に戻してその意味を考える力や，数学のよさを認識する

力も問われており，問題作成方針に照らして適切である。文章表現・用語は適切であり，配

点も適切である。問題全体を通し適切・適正な表現・形式である。 

第３問 

定積分で表された関数の極値やグラフを考察する場面において，数学的な見方・考え方を

働かせ，適切かつ能率的に処理したり，論理的に推論したりする学習過程を意識した問題場

面が設定されている。また，⑶では⑴⑵の解決過程を振り返り，数学の事象から得られた結

果を基に拡張・一般化したり，統合的・発展的に考察したりする力を問われており，問題作

成方針に照らして適切である。文章表現・用語は適切であり，配点も適切である。問題全体

を通し適切・適正な表現・形式である。 

    第４問 

与えられた漸化式を満たす数列の一般項について，数学的な見方・考え方を働かせ，適切か

つ能率的に処理する学習場面が設定されている。⑶では，コンピュータを活用して，初項の値

が数列の一般項にどのような影響を与えるかについて，論理的に推論したり，得られた結果を

基に批判的に検討したり，体系的に組み立てていく力や，統合的・発展的に考える力を問われ

ており，問題作成方針に照らして適切である。文章表現・用語は適切であり，配点も適切であ

る。問題全体を通し適切・適正な表現・形式である。 

    第５問 

くじを引いて得られる得点について，平均や分散の計算，正規分布の利用，抽出した標本を

基に母平均に対する信頼区間を求めるなどの学習場面が設定されている。これは日常生活や社

会の事象を焦点化した問題を数学的に処理する力を問うだけでなく，解決過程を振り返り，得

られた結果を元の事象に戻してその意味を考える力や数学的な問題を解決するための見通しを

もつ力，統合的・発展的に考える力を問う問題であり，問題作成方針に照らして適切である。

文章表現・用語は適正であり，配点も適正である。問題全体を通して適切・適正な表現・形式

である。 

第６問 

空間の２直線が交わるかどうかについて，ベクトルを用いて問題を解決するための見通し

－172－



⑶  点 𝛼𝛼𝛼𝛼 を，点 𝑧𝑧𝑧𝑧 を原点を中心に一定の角 𝜃𝜃𝜃𝜃 だけ回転した点とするとき，𝜃𝜃𝜃𝜃 を適切に定め

ることにより点 𝛼𝛼𝛼𝛼 が満たす方程式を求めることについて，⑵の解決過程を振り返るなどし

て，統合的・発展的に考える力を問うている。 

いずれの設問内容も学習指導要領の範囲内かつ高等学校で学習する基本的事項であり適切であ

る。数学的に処理する力を問うだけでなく，見通しをもつ力や解決過程を振り返るなどして統合

的・発展的に考える力を問うている。問うべき資質・能力についてもバランスがとれている。 

【総合所見】 

全体を通して，『数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ』の範囲から適切に出題されており，設問内容も学習指

導要領の範囲内であるとともに，その内容に極端な偏りもなく適切であった。焦点化した問題を解決

するための基本的な知識・技能や数，式，図，表，グラフなどを用いて数学的に処理する力を問うだ

けでなく，論理的に推論するなど，数学的な見方・考え方に基づいた思考力・判断力・表現力等を問

うていた。また，数学的な問題の本質を見いだす力，事象の特徴を捉えて数学化する力，問題を解決

するための見通しをもつ力，解決過程を振り返るなどして得られた結果を基に体系的に整理したり，

統合的・発展的に考えたりする力を問う問題も出題されており，バランスのとれた出題といえる。 

３ 分 量・程 度 

第１問 全問必答 

基本～標準的な難易度の設問で構成されており，小問の設定も丁寧である。設問数と文字

数は試験時間に照らして適切である。⑵については，標準的な難易度であるが，学びの質に

よって差がつきやすい良問である。 

第２問 全問必答 

基本～標準的な難易度の設問で構成されており，小問の設定も丁寧である。設問数と文字数

は試験時間に照らして適切である。⑶は学びの質によって差がつきやすい問題で，やや難易度

が高かったが，今後の学びの質を向上させるためにこのような設問は必要である。問題全体と

しての難易度は適切である。 

第３問 全問必答 

基本～標準的な難易度の設問で構成されており，小問の設定も丁寧である。設問数と文字数

は試験時間に照らして適切である。⑶については，標準的な難易度であるが，学びの質によっ

て差がつきやすい良問である。 

第４問 選択問題 

基本～標準的な難易度の設問で構成されており，小問の設定も丁寧である。設問数と文字数

は試験時間に照らして適切である。⑶については，標準的な難易度であるが，学びの質によっ

て差がつきやすい良問である。 

第５問 選択問題  

基本～標準的な難易度の設問で構成されている。設問数及び文字数は試験時間に照らして適

切である。  シ についてはやや難易度が高かったが，今後の学びの質を向上させるためにこの

ような設問は必要である。問題全体としての難易度は適切である。 

第６問 選択問題 

基本～標準的な難易度の設問で構成されている。設問数及び文字数は試験時間に照らして適

切であり，小問による誘導も丁寧である。問題全体としての難易度は適切である。 

第７問 選択問題 

基本～標準的な難易度の設問で構成されている。設問数及び文字数は試験時間に照らして適

切である。小問による誘導も丁寧であり，全体として標準的な難易度であるが，学びの質によ

って差がつきやすい良問である。 

４ 表 現・形 式 

第１問 

整式を整式で割ったときの余りについて，数学的な見方・考え方を働かせ，適切かつ能率

的に処理する学習過程を意識した問題場面が設定されている。⑵では，一次式の平方で割っ

た余りについて，二項定理を用いて解決する場面が設定されている。既習の知識と結び付け，

概念を広げたり深めたりする学習過程が意識されており，解決過程を振り返るなどして数学

のよさを認識できるよう配慮されていて，問題作成方針に照らして適切である。文章表現・

用語は適切であり，配点も適切である。問題全体を通し適切・適正な表現・形式である。 

第２問 

「固定された円」と「中心と半径が変動し，かつ 𝑥𝑥𝑥𝑥 軸と接する円」の２つの円が内側で接

する場面において，数学的な問題を解決するための見通しをもったり，解決過程を振り返っ

て，統合的・発展的に考えたりする学習場面が設定されている。⑶では，⑴⑵の解決過程を

振り返り，得られた結果を元の事象に戻してその意味を考える力や，数学のよさを認識する

力も問われており，問題作成方針に照らして適切である。文章表現・用語は適切であり，配

点も適切である。問題全体を通し適切・適正な表現・形式である。 

第３問 

定積分で表された関数の極値やグラフを考察する場面において，数学的な見方・考え方を

働かせ，適切かつ能率的に処理したり，論理的に推論したりする学習過程を意識した問題場

面が設定されている。また，⑶では⑴⑵の解決過程を振り返り，数学の事象から得られた結

果を基に拡張・一般化したり，統合的・発展的に考察したりする力を問われており，問題作

成方針に照らして適切である。文章表現・用語は適切であり，配点も適切である。問題全体

を通し適切・適正な表現・形式である。 

    第４問 

与えられた漸化式を満たす数列の一般項について，数学的な見方・考え方を働かせ，適切か

つ能率的に処理する学習場面が設定されている。⑶では，コンピュータを活用して，初項の値

が数列の一般項にどのような影響を与えるかについて，論理的に推論したり，得られた結果を

基に批判的に検討したり，体系的に組み立てていく力や，統合的・発展的に考える力を問われ

ており，問題作成方針に照らして適切である。文章表現・用語は適切であり，配点も適切であ

る。問題全体を通し適切・適正な表現・形式である。 

    第５問 

くじを引いて得られる得点について，平均や分散の計算，正規分布の利用，抽出した標本を

基に母平均に対する信頼区間を求めるなどの学習場面が設定されている。これは日常生活や社

会の事象を焦点化した問題を数学的に処理する力を問うだけでなく，解決過程を振り返り，得

られた結果を元の事象に戻してその意味を考える力や数学的な問題を解決するための見通しを

もつ力，統合的・発展的に考える力を問う問題であり，問題作成方針に照らして適切である。

文章表現・用語は適正であり，配点も適正である。問題全体を通して適切・適正な表現・形式

である。 

第６問 

空間の２直線が交わるかどうかについて，ベクトルを用いて問題を解決するための見通し
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をもって，数学的な見方・考え方を働かせ，適切かつ能率的に処理する学習場面が設定され

ている。⑶では⑵の結果を利用して，２直線が交わるかどうかを検証する過程が設定されて

おり，数学における概念や原理を基に考察したり，数学のよさを認識したりすることができ

る問題であり，問題作成方針に照らして適切である。文章表現・用語は適正であり，配点も

適正である。問題全体を通して適切・適正な表現・形式である。 

第７問 

複素数平面上での方程式を満たす点がどのような図形を描くかについて，誘導に従い考察す

る学習場面が設定されている。⑵⑶では，⑴で得られた図形上の点を回転させる過程が設定さ

れており，数学における概念や原理を基に考察したり，見通しをもったりする力や解決過程を

振り返るなどして統合的・発展的に考える力を問う良問である。丁寧な誘導に従って，統合

的・発展的に考える力を問われており，問題作成方針に照らして適切である。文章表現・用語

は適正であり，配点も適正である。問題全体を通して適切・適正な表現・形式である。 

５ ま  と  め（総括的な評価） 

本年度の追・再試験の問題は，全体を通して学習指導要領において定められた範囲内の内容で，

難易度は基本～標準的な設問で構成されており適切であった。分量においても全体的に適切な量

であり，出題内容においても極端な偏りもなく適切であった。昨年度に引き続き，焦点化した問

題を数学的に処理する知識・技能を問うだけでなく，会話文などから問題解決の見通しをもった

り，目的に応じて数，式，図，表，グラフなどを用いて数学的な見方・考え方を働かせ，適切か

つ能率的に処理したりする思考力・判断力・表現力等を問うている。また，解決過程を振り返るな

どして数学のよさを認識したり，条件を変えて発展的に考えたり，既習の知識と結び付け，概念

を広げたり深めたりする力等を問うている。これは数学的な問題解決の過程を重視しており，問

題作成方針に沿った出題となっている。 

問題提示については，毎年の提言を踏まえ，誘導が丁寧であり，問題の一部分を枠で囲んだり，

書体を変えたりすることで，受験者の力をより適正に見取ることができるよう改良されていた。

また，図や式，条件を的確に示したりすることで，問いたい力を明確化する工夫が随所に見られ

た。 

仮説検定を含めて再構成された第５問「統計的な推測」，新たに出題された第７問「平面上の曲

線と複素数平面」については，他の問題と同様に知識・技能を問うだけでなく，問題解決の過程

を振り返って考える問題であった。第７問で「複素数平面」に「平面上の曲線」を織り交ぜた内

容が出題されたことや，各大問で深く思考させる出題があったことが特徴的であった。 

課題としては，会話文で問題解決の方針を示す問題において，受験生が理解しづらかったと思

われる部分が僅かながらあった点である。これまで，問題評価・分析委員会報告書では，会話文

が必要最低限にまとめられるよう提言し，改良していただいているところではあるが，自然な流

れになるよう配慮した上で，説明しすぎると過度な誘導になり，簡潔すぎると理解が難しくなる

ため，慎重に行わなければならない作業である。必要最低限でありながら，受験生の力をより正

確に見取ることができる会話文の工夫を引き続きお願いしたい。 

全体としては，高等学校数学の学びの質を問うよく練られた問題であり，高校現場における授

業改善，テスト作問の在り方について大きな示唆を得た。様々な制約の中で問題作成にかかわっ

た諸先生方，関係各位に敬意を表したい。 

第２ 教育研究団体の意見・評価 

○ 公益社団法人 日本数学教育学会 

（代表者 清水 美憲  会員数 約2,300人） 

ＴＥＬ 03-5988-9872 

１ 前     文 

「令和７年度大学入学者選抜に係る大学入学共通テスト問題作成方針」等で，問題作成のねらい，範

囲・内容，問題の分量・程度，問題作成における配慮事項が示され，「主体的・対話的で深い学び」を

通して育成することとされている，深い理解を伴った知識の質を問う問題や，知識・技能を活用し思考

力・判断力・表現力等を発揮して解くことが求められる問題の出題が述べられている。また，数学の問

題作成方針として，事象を数理的に捉え，数学の問題を見いだすこと，解決の見通しをもつこと，目的

に応じて数，式，図，表，グラフなどの数学的な表現を用いて処理すること，及び解決過程を振り返り，

得られた結果を意味付けたり，活用したり，統合的・発展的に考察したりすることなど数学の問題発見・

解決の過程を重視するとされている。以下では，これらの点とともに，数学的に考える資質・能力の育

成や，主体的・対話的で深い学びの実現など，高等学校における日頃の授業への影響や改善への貢献も

考慮して，本年度に実施された共通テストの総合的な検証と評価を具体的に述べる。 

２ 試験問題の程度・設問数・配点・形式等への評価 

第１問 (配点 15点) 

⑴ 冒頭で，𝑥𝑥𝑥𝑥𝑛𝑛𝑛𝑛を 𝑥𝑥𝑥𝑥 − 2 や 2𝑥𝑥𝑥𝑥 − 1 で割った余りについて考えるという目標が明記され，適切に数学

的に処理することができるかを評価する問題となっている。 

(ｉ) 𝑥𝑥𝑥𝑥𝑛𝑛𝑛𝑛を 𝑥𝑥𝑥𝑥 − 2 で割ったときの商を 𝑄𝑄𝑄𝑄(𝑥𝑥𝑥𝑥) ，余りを 𝑘𝑘𝑘𝑘 とおくことで，𝑥𝑥𝑥𝑥𝑛𝑛𝑛𝑛 = (𝑥𝑥𝑥𝑥 − 2)𝑄𝑄𝑄𝑄(𝑥𝑥𝑥𝑥) + 𝑘𝑘𝑘𝑘 …①と

なること，①の両辺の 𝑥𝑥𝑥𝑥 に 2 を代入した値が余り 𝑘𝑘𝑘𝑘 となることなど基礎的・基本的な知識・技能

を評価している。 

(ⅱ) (ｉ)を振り返り𝑥𝑥𝑥𝑥𝑛𝑛𝑛𝑛を 2𝑥𝑥𝑥𝑥 − 1 で割ったときの余りを一定の手順に従って処理をすることを評価す

る設問となっている。 

⑵ 𝑥𝑥𝑥𝑥𝑛𝑛𝑛𝑛を (𝑥𝑥𝑥𝑥 − 2)2 や (2𝑥𝑥𝑥𝑥 − 1)2 で割った余りについて考えるという目標が明記され，⑴を統合的・発

展的に考察する力を評価する問題となっている。また，授業で「どのように学ぶか」（学ばせるべ

きか）が設問を通して具体的に示されている。 

(ｉ) 𝑥𝑥𝑥𝑥𝑛𝑛𝑛𝑛を (𝑥𝑥𝑥𝑥 − 2)2 で割った余り𝑅𝑅𝑅𝑅(𝑥𝑥𝑥𝑥)を求めるにあたり，⑴の方法の通りではなく，𝑋𝑋𝑋𝑋 = 𝑥𝑥𝑥𝑥 − 2  と
おいて考えることが誘導され，𝑥𝑥𝑥𝑥𝑛𝑛𝑛𝑛 = (𝑋𝑋𝑋𝑋 + 2)𝑛𝑛𝑛𝑛 を展開した際の 𝑋𝑋𝑋𝑋 の項の係数が 𝑛𝑛𝑛𝑛 ∙ 2𝑛𝑛𝑛𝑛−1 ，定数項

は 2𝑛𝑛𝑛𝑛 であることから 𝑅𝑅𝑅𝑅(𝑥𝑥𝑥𝑥) を表現することで数学的な見方・考え方を基に，的確かつ能率的に処

理する力を評価する設問に工夫されている。 

(ⅱ) 𝑥𝑥𝑥𝑥𝑛𝑛𝑛𝑛を (2𝑥𝑥𝑥𝑥 − 1)2 で割った余りを(ｉ)の考察を振り返らせて，問題の解決に向けた見通しを立て，

統合的・発展的に考えることを評価している。 

第２問 (配点 15点) 

２円の外接と内接，実数 𝑠𝑠𝑠𝑠, 𝑡𝑡𝑡𝑡 は −2 < 𝑠𝑠𝑠𝑠 < 2, 𝑡𝑡𝑡𝑡 > 0 を満たし，原点が中心で半径 2 の円 𝐶𝐶𝐶𝐶0，一般

形で与えられた円 𝐶𝐶𝐶𝐶 ∶ 𝑥𝑥𝑥𝑥2 − 2𝑠𝑠𝑠𝑠𝑥𝑥𝑥𝑥 + 𝑦𝑦𝑦𝑦2 − 2𝑡𝑡𝑡𝑡𝑦𝑦𝑦𝑦 + 𝑠𝑠𝑠𝑠2 = 0 …①という問題設定が誤解されないように的

確に説明されている。 

⑴ 円 𝐶𝐶𝐶𝐶 の中心の座標と半径の解答を通して，基礎的・基本的な知識を踏まえて平方完成をすること
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